
あなたと町政をむすぶ議会情報誌

2014年11月（第143号）

（滋賀県多賀町）
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入るお金入るお金入るお金

財

源

47.9％ ％

歳入

町税
(42.2％)

17億4203万円

分担金及び負担金
(1.4％)

5709万円

使用料及び手数料
(0.5％)

2140万円

その他(0.2％)626万円

地方交付税
(19.2％)

7億9500万円

借入金（町債）
(10.3％)

4億2540万円

県支出金(8.7％)3億6078万円

県税交付金(2.6％)1億750万円

地方譲与税(1.0％)4020万円

国庫支出金(5.9％)2億4418万円

繰入金(4.7％)1億9468万円

その他(0.9％)3569万円その他(0.9％)3569万円

諸収入(2.4％)1億76万円

※
自
主
財
源
と
は
…

　
町
が
直
接
集
め
る
財
源

　
（
町
民
税
、
法
人
税
な
ど
）

※
依
存
財
源
と
は
…

　
国
・
県
か
ら
配
分
さ
れ
る
財
源

　
（
地
方
交
付
税
な
ど
）

25
年
度

決
算
を

審
査

25
年
度

決
算
を

審
査

25
年
度

決
算
を

審
査

決算額　５１億 ７,２６８万円決算額　５１億 ７,２６８万円決算額　５１億 ７,２６８万円

業績回復で法人税が増収
経済対策事業で国庫支出金が増加

業績回復で法人税が増収
経済対策事業で国庫支出金が増加

業績回復で法人税が増収
経済対策事業で国庫支出金が増加

業績回復で法人税が増収
経済対策事業で国庫支出金が増加

業績回復で法人税が増収
経済対策事業で国庫支出金が増加

業績回復で法人税が増収
経済対策事業で国庫支出金が増加

決算額　４８億 ９,１３０万円決算額　４８億 ９,１３０万円決算額　４８億 ９,１３０万円

土木費が経済対策事業で増加
町道、橋、獣害対策など

土木費が経済対策事業で増加
町道、橋、獣害対策など

土木費が経済対策事業で増加
町道、橋、獣害対策など

土木費が経済対策事業で増加
町道、橋、獣害対策など

土木費が経済対策事業で増加
町道、橋、獣害対策など

土木費が経済対策事業で増加
町道、橋、獣害対策など

歳
入
歳
入
歳
入

歳
出
歳
出
歳
出

・前年度繰越金 …… １億7,726万円
・他会計繰入金 ………… 3,254万円
・諸収入 …………… １億　521万円
・分担金・負担金 ……… 5,870万円
・使用料・手数料 ……… 2,154万円

教育・子育て (教育費)

健康づくり・福祉

２２億７,１８６万円

１２億５,６３２万円

６億６,７２２万円

・総務費 ……………… ５億　928万円
・商工費 …………………… 4,937万円
・農林水産費 ………… ４億　598万円
・土木費 …………… １０億4,952万円
・消防費 ……………… １億7,746万円
・災害復旧費 ………………… 674万円
・議会費 …………………… 7,351万円

・幼稚園 …………………………… 4,643万円
・小学校 ……………………… １億2,496万円
・中学校 …………………………… 8,425万円
・生涯学習 …………………… ３億3,419万円
・事務費 …………………………… 7,736万円

借入金（町債）

６億５,８８３万円
・社会資本交付金事業 ……… ３億2,780万円
・防災事業 …………………………… 780万円
・木造公共物整備事業 …………… 5,940万円
・臨時財政対策債 …………… ２億6,383万円

将来への積立て

３億１,４４６万円

３億１,４４６万円

・中央公民館建設基金 ……… １億1,053万円
・まちづくり基金 …………………… 194万円
・その他の基金 ……………… ２億　199万円

（保育、介護、医療、障害福祉など）

まちづくり
（総務・商工・農林水産・土木など）

・民生費 …… ９億4,087万円
・衛生費 …… ３億1,545万円

（諸支出）

地方債の返済 （公債費）

町
債
の
残
高

町
債
の
残
高

町
債
の
残
高

基
金
の
残
高

基
金
の
残
高

基
金
の
残
高

（
主
な
も
の
）

（
主
な
も
の
）

（
主
な
も
の
）

　　区　　分

臨時財政対策債 ＊
一般事業債
上下水道事業債
その他
 　合　　計

２２億８,７９３万円
１５億９,３４０万円
５７億３,６００万円
１５億２,７７０万円

１１１億４,５０３万円

内　　容
事後に交付税として補助あり

　　　区　　分

中央公民館建設基金
まちづくり基金
元気臨時交付金基金
その他８基金

４億５,０００万円
１０２万円

０万円
４,９７９万円

５億６,０５２万円
１９４万円

１億５,２２０万円
１３億３,２４７万円

２４年度末残高 ２５年度末残高
２４年度末残高 ２５年度末残高 ２１億１,８７１万円

１３億８,６４４万円
６０億３,５４７万円
１０億７,２６３万円

１０６億１,３２５万円

歳出

教育費
13.6％

土木費
21.5％

民生費
19.2％
民生費
19.2％

衛生費
6.4％
衛生費
6.4％総務費

10.4％
総務費
10.4％

公債費
7.8％
公債費
7.8％

諸支出金
6.4％
諸支出金
6.4％

農林水産費
8.3％

農林水産費
8.3％

商工費
1.0％
商工費
1.0％

町　税

１８億４,５２５万円

その他

３億９,５２５万円

・住民税（個人） … ３億2,211万円
・住民税（法人） … ３億3,356万円
・固定資産税 … １１億1,495万円
・軽自動車税 ………… 2,232万円
・たばこ税 …………… 5,088万円

自自依依
主主存存

財財

源源

財財

源源
43.5％43.5％56.5％56.5％

歳入

町税
35.7％

繰越金 3.4％繰越金 3.4％
繰入金 0.6％繰入金 0.6％

諸収入 2.0％諸収入 2.0％
分担金及び負担金 1.1％分担金及び負担金 1.1％

使用料・手数料など 0.7％使用料・手数料など 0.7％
その他 2.9％その他 2.9％

県支出金
7.6％
県支出金
7.6％

国庫支出金
16.3％

国庫支出金
16.3％

借入金(町債)
12.7％

借入金(町債)
12.7％

地方交付税
17.0％

決 算 委 員 会 　 決 算 委 員 会

地方交付税

８億
７,９５７万円

市町村の
　均衡をはかる
　　ための交付金

国庫支出金

８億４,０８１万円

道路・橋など
　国が使用目的を
　　特定した交付金

県支出金

３億９,０３３万円

教育・獣害対策など
　県が使用目的を
　　特定した交付金

近江の地獄めぐり

四手川橋架設工事
(月之木地先)

給食はみんなで楽しく♪
(ささゆり保育園)

＊臨時財政対策債・・・返済時に地方交付税として自治体に戻る地方債

消防費 3.6％消防費 3.6％

議会費 1.5％議会費 1.5％
災害復旧費 0.1％災害復旧費 0.1％

約３億円の増加約２億円の増加



委 員 会 審 議 ９ 月 定 例 議 会
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９
月
定
例
議
会

９
月
定
例
議
会

９
月
定
例
議
会

放課後児童クラブの充実
６年生まで拡大

放課後児童クラブの充実
６年生まで拡大

放課後児童クラブの充実
６年生まで拡大

放課後児童クラブの充実
６年生まで拡大

　
９
月
定
例
議
会
（
９
月

５
日
～
26
日
）
は
、
予
算

５
件
、決
算
の
認
定
13
件
、

条
例
５
件
、
諮
問
３
件
、

同
意
１
件
、
報
告
１
件
、

請
願
２
件
を
審
査
し
、
可

決
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
第
３
号
）

　

１
億
２
８
８
０
万
円 

増

◎
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　
　

７
２
万
円 

増

・
介
護
保
険
事
業

　
　
　
　

６
６
８
万
円 

増

・
芹
谷
栗
栖
地
域
振
興
事
業

　
　
　

１
０
０
０
万
円 

増

◎
企
業
会
計

・
水
道
事
業

　
　
　
　

９
３
０
万
円 

増

◎
一
般
会
計

◎
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険
事
業

・
介
護
保
険
事
業

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

・
育
英
事
業

・
芹
谷
栗
栖
地
域
振
興
事
業

・
工
業
団
地
緑
地
管
理
事
業

・
農
業
集
落
排
水
事
業

・
下
水
道
事
業

・
多
賀
、大
滝
、霊
仙
財
産
区

◎
企
業
会
計

　
水
道
事
業

 

◎
特
定
教
育
・
保
育
施
設
・

　
特
定
地
域
型
保
育
事
業
条

　
例

◎
家
庭
的
保
育
事
業
の
設
備
・

　
運
営
の
基
準
条
例

◎
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

　
業
条
例

◎
福
祉
医
療
費
助
成
条
例

◎
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
の

　
設
置
・
管
理
条
例

◎
教
育
委
員
会
委
員

　
　
藤
澤
　
教
悟
　
氏

◎
人
権
擁
護
委
員

　
　
若
林
　
幸
雄
　
氏

　
　
藤
澤
　
道
子
　
氏

　
　
近
藤
　
友
子
　
氏

◎
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る

　
意
見
書
の
提
出

◎
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対

　
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充

予
　
　
算

同
　
　
意

請
　
　
願

諮
　
　
問

条
　
　
例

決
算
の
認
定

26
年
度
補
正

25
年
度
決
算
認
定

一

部

改

正

制
　
　
定

監
査
報
告

学童保育施設（模型）

多賀中職場体験 中学校獣害対策用フェンス

どう 活かされたかどう 活かされたかどう 活かされたかどう 活かされたか
　
　
歳
出
の
特
徴
は
。

　
　
例
年
は
民
生
費
が
最
も

　
多
い
。
25
年
度
は
経
済
対

　
策
事
業
が
増
え
、
土
木
費

　
が
最
も
多
い
。

　
　
自
主
財
源
の
比
率
が
減

　
っ
た
理
由
は
。

　
　
経
済
対
策
の
関
係
で
国

　
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存
財

　
源
が
大
幅
に
増
え
た
。

　
　
繰
入
金
、
繰
越
金
の
額

　
も
減
っ
た
こ
と
も
影
響
し

　
て
い
る
。

　
　
こ
れ
は
25
年
度
に
限
っ

　
た
傾
向
で
あ
る
。

　
　
今
後
は
自
主
・
依
存
財

　
源
の
各
比
率
を
50
％
で
推

　
移
さ
せ
た
い
。

　
　
中
学
校
の
獣
害
対
策
用 

 

　
フ
ェ
ン
ス
の
効
果
は
。
　

　
　
２
カ
年
計
画
で
、
昨
年

２
０
０
ｍ
を
施
工
し
た
。

　
今
年
も
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
か

ら
プ
ー
ル
ま
で
を
実
施
し
、

効
果
を
上
げ
た
い
。

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク

　
事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

　
　
中
学
２
年
生
全
員
が
町

　
内
の
事
業
所
で
研
修
し
た

　
費
用
で
あ
る
。

　
　
自
然
体
験
宿
泊
施
設
の

　
建
設
に
か
か
っ
た
25
年
度

　
の
金
額
は
。

　
　
約
１
億
４
千
万
円
。

　
　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
申
請

　
件
数
は
。

　
　
28
件
で
あ
る
。

　
　
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
利

　
用
者
数
は
。

　
　
３
路
線
で
合
計
６
９
１

　
９
人
で
あ
る
。

　
　
若
者
定
住
支
援
事
業
補

　
助
金
の
申
請
件
数
は
。
　

　
　
74
件
で
、
そ
の
う
ち
45

　
件
が
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
か
ら

　
で
あ
る
。

　
　
八
重
練
の
空
き
家
改
修

　
モ
デ
ル
事
業
の
内
容
は
。

　
　
学
生
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

　
に
使
っ
て
い
る
。
八
重
練

　
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

　
た
い
。

　　
　
融
雪
剤
の
散
布
状
況
は
。

　
　
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
は
即

　
効
性
は
あ
る
が
値
段
が
高

　
い
た
め
、
県
と
同
様
安
価

　
な
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
散

　
布
し
て
い
る
。

　
　
草
刈
り
作
業
委
託
89
万

　
円
の
内
容
は
。

　
　
町
道
４
路
線
で
草
刈
り
、

　
２
路
線
で
竹
の
伐
採
。

　
　
富
之
尾
で
の
地
籍
調
査

　
の
進
捗
は
。

　
　
24
年
度
で
基
準
の
測
量

　
を
し
た
。
25
年
度
は
一
筆

　
ず
つ
の
立
会
い
と
測
量
を

　
し
た
。
26
年
度
内
に
作
業

　
を
完
了
さ
せ
、
27
年
度
に

　
法
務
局
へ
提
出
す
る
。

　
　
地
域
ふ
れ
あ
い
交
流
事

　
業
の
参
加
者
数
は
。

　
　
約
15
人
が
参
加
さ
れ
る
。

　
会
場
の
改
修
後
は
週
３
回

　
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

　
は
。

　
　
清
流
の
里
で
つ
く
ら
れ
、

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
が
配
達
を
す
る
。
利
用
者

　
の
費
用
負
担
も
あ
る
。

決
算
特
別
委
員
会

　
９
月
10
日
、
11
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
25
年
度

決
算
を
審
査
し
、
認
定
す

べ
き
も
の
と
し
た
。

問答問答

総
務
課
所
管

福
祉
保
健
課
所
管

地
域
整
備
課
所
管

教
育
委
員
会
所
管

産
業
環
境
課
所
管

企
画
課
所
管

質
疑
の
主
な
も
の

問答問答

問答問答

問答 問答

問答

問答問答 問答

問答

問答

町民福祉向上に町民福祉向上に町民福祉向上に町民福祉向上に

太陽光パネルの出力表示

八重練シェアハウス融雪剤自動散布 (まきえもん)

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

育　英

工業団地緑地維持理 525万円

下水道�

農業集落排水

芹谷栗栖地域振興

水　道

8億5,852万円

7億3,288万円

8,760万円

�585万円

�4億2,858万円

5,130万円

1億9,207万円

6億9,857万円

469万円

8億5,164万円

�7億2,388万円

8,588万円

�576万円

�4億 845万円

4,957万円

1億8,994万円

8億3,495万円

56万円

688万円

899万円

171万円

�9万円

�2,013万円

1,738万円

212万円

▲1億3,638万円

収支額区　分 歳　入 歳　出

《特別会計・企業会計の決算》

入園料（宿泊者は無料）

自然体験宿泊施設

ミーティングルーム

《高取山ふれあい公園　料金表》

料金（１人あたり）

小人100円　大人200円

5,000円 ＊

3,000円（宿泊者は無料）

（注＊）小人1,000円、大人2,000円が加算されます。

区　分

代
表
監
査
委
員

　
　
　
　
　
寺
西
久
和

　
一
般
会
計
・
特
別
会
計

・
企
業
会
計
の
決
算
書
、

関
係
書
類
に
は
、
誤
り
が

な
く
、
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
。

　
財
政
は
、
良
好
な
状
態

に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
請
願
２
件
を
採
択
し
、

意
見
書
を
国
に
提
出
し
た
。
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町
長
の
行
政
報
告

町
長
の
行
政
報
告

・
芹
谷
地
域
消
防
セ
ン
タ
ー

が
６
月
に
完
成
し
た
。

　
９
月
に
芹
谷
地
域
を
対
象

に
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
。

・
若
者
定
住
支
援
は
３
カ
年

で
93
件
と
な
り
、
一
定
の
効

果
が
見
え
て
き
た
。

・
中
央
公
民
館
建
て
替
え
は

現
在
の
場
所
で
、
利
用
者
目

線
で
の
整
備
を
目
指
す
。

・
来
年
は
町
制
60
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
巨
大
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
作
成
の
計
画
。

・
子
育
て
世
帯
な
ど
へ
の
消

費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
を

緩
和
す
る
、
臨
時
特
例
給
付

金
の
申
請
受
付
は
８
９
２
件
。

・
紫
雲
苑
は
、
最
新
の
火
葬

炉
を
導
入
す
る
た
め
、
改
築

工
事
が
本
年
８
月
か
ら
始
ま

り
平
成
27
年
度
ま
で
に
完
成

予
定
。

・
有
害
鳥
獣
駆
除
は
４
月
か

ら
７
月
ま
で
に
シ
カ
が
２
１

７
頭
と
な
っ
た
。

・
獣
害
柵
設
置
は
一
円
、
久

徳
、
八
重
練
地
先
の
芹
川
右

岸
、
左
岸
で
１
３
０
０
ｍ
を

計
画
し
て
い
る
。

・
自
然
体
験
宿
泊
施
設
が
10

月
に
完
成
予
定
。
10
月
下
旬

に
多
賀
小
・
大
滝
小
合
同
の

や
ま
の
こ
事
業
で
ス
タ
ー
ト

す
る
。

・
森
林
・
農
地
を
含
め
た
地

域
資
源
の
活
用
と
、
持
続
的

な
活
性
化
を
め
ざ
す
、
特
定

地
域
再
生
計
画
の
策
定
に
取

り
組
む
。

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
補

助
は
30
件
で
、
５
１
６
万
円

を
交
付
決
定
し
た
。

・
町
道
久
徳
中
川
原
線
の
四

手
川
橋
梁
工
事
が
完
了
し
、

国
道
ま
で
の
約
１
２
０
ｍ
の

道
路
改
良
・
舗
装
工
事
と
信

号
機
移
設
も
進
め
て
い
く
。

・
ダ
ム
関
連
は
平
成
27
年
度

を
目
途
に
完
了
で
き
る
よ
う
、

鋭
意
努
力
し
て
い
る
。

・
中
学
生
の
海
外
派
遣
は
、

国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

広
い
視
野
と
見
識
を
養
う
目

的
で
、
14
人
を
10
日
間
ニ
ュ

ー
ジ
ラ
ン
ド
へ
派
遣
し
た
。

・
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

整
備
は
８
月
12
日
に
完
了
し

た
。
２
学
期
か
ら
授
業
の
充

実
の
た
め
活
用
し
て
い
る
。

・
富
之
尾
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
は
、
６
月
に
オ
ー
プ
ン

し
利
用
者
は
３
カ
月
間
で
約

１
０
０
０
人
と
な
っ
た
。

ＩＣＴ教育に向けた研修若者定住支援事業

新公民館建設場所の決定基礎工事中の紫雲苑

高取山ふれあい公園自然体験宿泊施設 工事現場楽しい仲間づくり（富之尾グラウンドゴルフ場）

安心・安全のまちへ

　　　１億２,８８０万円増額
安心・安全のまちへ

　　　１億２,８８０万円増額
安心・安全のまちへ

　　　１億２,８８０万円増額
安心・安全のまちへ

　　　１億２,８８０万円増額

総
務
課
所
管

福
祉
保
健
課
所
管

地
域
整
備
課
所
管

教
育
委
員
会
所
管

産
業
環
境
課
所
管

企
画
課
所
管

◎
一
般
会
計
（
第
３
号
）

　
　
１
億
２
８
８
０
万
円 

増

・
福
祉
バ
ス
購
入
費

　
　
　
　
　
１
６
６
６
万
円

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　
　
　
　
　
２
２
０
４
万
円

・
町
制
60
周
年
行
事
関
連

　
　
　
　
　
　
　
３
５
万
円

・
（
仮
）
多
賀
ス
マ
ー
ト
イ
ン

　
タ
ー
可
能
性
調
査

　
　
　
　
　
　
６
０
０
万
円

・
芹
川
鳥
獣
害
電
柵
整
備

　
　
　
　
　
２
４
０
１
万
円

・
緩
衝
帯
整
備（
多
賀
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
１
６
万
円

・
高
取
山
バ
ン
ガ
ロ
ー
改
修

　
　
　
　
　
　
２
８
０
万
円

・
文
化
財
調
査
用
備
品

　
　
　
　
　
　
１
３
０
万
円

・
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
補
修

　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円

・
大
滝
小
給
食
室
工
事

　
　
　
　
　
　
　
６
０
万
円

・
消
防
災
害
関
連

　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

・
放
置
林
境
界
明
確
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
２
２
万
円

・
各
種
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　
５
８
４
万
円

・
出
産
奨
励
祝
金

　
　
　
　
　
　
　
８
０
万
円

・
高
齢
者
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
４
０
万
円

・
避
難
要
支
援
者
台
帳
整
備

　
　
　
　
　
　
４
９
１
万
円

・
ま
ち
づ
く
り
基
金
積
立

　
　
　
　
　
　
　
５
０
万
円

　
　
福
祉
バ
ス
の
タ
イ
プ
は
。

　
　
従
来
の
37
人
乗
り
で
あ

　
る
。
乗
り
降
り
は
、
ス
テ

　
ッ
プ
台
で
対
応
す
る
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

　
内
容
は
。

　
　
国
か
ら
詳
細
な
説
明
は

　
受
け
て
い
な
い
。

　

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
な

　
ど
、
新
制
度
は
28
年
１
月

　
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
課

　
題
は
あ
る
。

　
　
町
制
60
周
年
行
事
の
内

　
容
は
。

　
　
空
き
缶
を
集
め
て
作
品

　
を
作
る
計
画
で
あ
る
。

　
　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の

　
可
能
性
調
査
で
、
文
化
財

　
の
保
護
に
影
響
は
。

　
　
文
化
財
の
担
当
と
協
議

　
し
、
文
化
財
に
影
響
が
な

　
い
形
で
、
建
設
の
可
能
性

　
を
調
査
す
る
。

　
　
芹
川
の
電
柵
整
備
の
内

　
容
は
。

　
　
右
岸
、
左
岸
に
合
計
約

　
１
３
０
０
ｍ
を
設
置
す
る
。

　
　
避
難
要
支
援
者
台
帳
整

　
備
の
内
容
は
。

　
　
緊
急
の
連
絡
先
や
、
同

　
居
す
る
家
族
の
情
報
を
台

　
帳
に
ま
と
め
、
災
害
時
に

　
要
支
援
者
の
情
報
を
共
有

　
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
基
金
に
積

　
立
て
ら
れ
た
50
万
円
の
使

　
途
は
。

　
　
滋
賀
中
央
信
用
金
庫
か

　
ら
学
校
教
育
の
充
実
に
と

　
寄
付
を
受
け
た
も
の
。

　
　
使
途
に
つ
い
て
は
、
教

　
育
委
員
会
で
検
討
し
て
決

　
め
る
。

予
　
　
算

獣害対策 (芹川右岸)

主
な
事
業

予
算
特
別
委
員
会

　
９
月
17
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、
補
正
予
算
１
件

を
審
査
し
、
可
決
す
べ
き

も
の
と
し
た
。

質
疑
の
主
な
も
の

問答問答問答問答

問答問答

問答

26
年
度
補
正

買い替えされる福祉バス

補正
予算
補正
予算
補正
予算
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◎
特
定
教
育
、
保
育
施
設
、

特
定
地
域
型
保
育
事
業

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
給
付
の
適
切
な
運
営
を
図

る
基
準
。

　
　
保
護
者
全
員
の
希
望
は

　
可
能
か
。

　
　
乳
幼
児
の
需
要
が
増
え

　
て
い
る
。
幼
稚
園
と
保
育

　
園
両
方
の
機
能
を
持
つ
認

　
定
子
ど
も
園
も
視
野
に
。

◎
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
、
運
営
の
基
準

　
19
人
以
下
の
小
規
模
な
保

育
事
業
等
の
認
可
基
準
。

　
　
保
育
所
と
の
連
携
は
。

　
　
対
象
が
０
歳
～
２
歳
ま

　
で
、
３
歳
か
ら
は
施
設
型

　
と
な
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
移

　
行
で
き
る
よ
う
連
携
を
図

　
る
。

◎
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
、
運
営
の
基
準
　

　
対
象
を
従
来
の
10
歳
未
満

か
ら
、
小
学
６
年
の
就
学
児

童
に
改
正
す
る
も
の
。

　
　
土
日
は
行
う
の
か
。

　
　
土
日
を
除
い
て
も
２
５

　
０
日
以
上
と
な
り
、
開
設

　
は
し
な
い
。

◎
特
別
会
計

・
介
護
保
険
事
業

　
　
調
査
員
の
業
務
内
容
は
。

　
　
介
護
認
定
者
や
更
新
・

　
新
規
の
方
へ
の
面
接
調
査
。

・
国
民
健
康
保
険
事
業

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

◎
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め

る
請
願
書

◎
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充

に
関
す
る
請
願
書

条
例
の
制
定

決
算
の
認
定

総
　
務

請
　
　
願

総
務
常
任
委
員
会

行

政

視

察

研

修

　
９
月
12
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
条
例
３
件
、
認
定
３

件
を
審
査
し
、
可
決
・
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

　
請
願
２
件
は
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

　
８
月
18
、19
日 

三
重
県
玉
城
町
、大
台
町
、大
紀
町
で

総
務
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
合
同
研
修
を
行
っ
た
。

問答

問答

問答

問答問答

玉城町の行政サービスと地域交通

子ども・子育て支援
２７年４月スタート
子ども・子育て支援
２７年４月スタート
子ども・子育て支援
２７年４月スタート
子ども・子育て支援
２７年４月スタート

２

幼稚園児と保育園児が
一緒に活動

たきのみや保育園たきのみや保育園

　
　
国
か
ら
の
支
出
金
返
還
は
毎
年
度
か
。

　
　
毎
年
２
月
に
変
更
申
請
し
て
い
る
が
、
多
め
に
入
る
。

２

◆
大
紀
町
は
、
三
重
県
の

中
南
部
に
位
置
し
、
総
面

積
２
３
３
㎞

、
人
口
は
約

９
７
０
０
人
。
熊
野
灘
に

面
し
た
町
。

　
津
波
の
教
訓
か
ら

　
昭
和
19
年
12
月
に
発
生

し
た
東
南
海
地
震
に
よ
る

大
津
波
は
、
沿
岸
部
の
錦

地
区
（
２
２
０
０
人
）
に

多
く
の
犠
牲
者
を
も
た
ら

し
た
。
そ
れ
を
教
訓
に
、

大
紀
町
で
は
住
民
一
人
ひ

と
り
の
防
災
意
識
を
高
め

る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
防
災
・
減
災
対
策

◎
避
難
用
タ
ワ
ー
の
整
備

　
「
地
震
発
生
後
５
分
以

内
に
避
難
で
き
る
高
台
の

確
保
」
を
め
ざ
し
て
２
棟

を
整
備
。

◎
避
難
訓
練

①
「
防
災
の
日
」避
難
訓
練

②
夜
間
避
難
訓
練

③
下
校
時
避
難
訓
練

◎
防
災
教
育

　
小
学
生
を
対
象
に
、
避
難

経
路
の
確
認
や
、
緊
急
放
送

な
ど
を
実
施
。

◎
要
援
護
者
情
報
の
共
有

　
避
難
支
援
体
制
と
し
て
、

役
場
、
消
防
、
区
が
情
報
を

共
有
。

◎
防
波
堤
の
改
修
整
備

　
漁
港
の
管
理
者
で
あ
る
県

に
対
し
て
防
波
堤
の
改
修
を

要
望
し
、
減
災
に
取
り
組
む
。

　
獣
害
対
策

◎
有
害
鳥
獣
の
生
態
を
周
知

　
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
生
態
を
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
住
民

に
配
布
。

◎
防
護
柵
な
ど
の
整
備

　
今
年
度
ま
で
に
約
８
０

０
０
ｍ
分
を
整
備
。

　
捕
獲
檻
（
サ
ル
檻
11
基
、

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
用
13
基
）

設
置
。

◎
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
養

成　
家
庭
の
飼
い
犬
を
、
サ

ル
の
追
い
払
い
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
警
察
犬
訓
練

所
で
養
成
。

◆
大
台
町
は
、
三
重
県
南

部
の
奈
良
県
境
に
位
置
し
、

総
面
積
３
６
２
㎞

、
人
口

は
約
９
８
０
０
人
。

　
空
き
家
対
策

◎
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

　
大
台
町
は
県
内
外
か
ら

の
移
住
希
望
者
に
助
成
す

る
こ
と
で
、
空
き
家
の
利

用
促
進
を
実
現
し
て
い
る
。

①
移
住
希
望
者
へ
の
助
成
。

②
空
き
家
紹
介
者
へ
の
報

　
奨
金
。

③
空
き
店
舗
、
倉
庫
な
ど

　
も
対
象
。

④
宅
建
業
者
が
仲
介
し
て

　
契
約
。

⑤
２
年
間
で
33
件
の
契
約

　
が
成
立
し
、
59
人
が
定

　
住
。

◆
玉
城
町
は
、
伊
勢
平
野

の
南
部
に
位
置
し
、
総
面

積
約
40
㎞

、
人
口
は
１
万

５
７
０
０
人
。

 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

◎
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
方
式

　
玉
城
町
で
は
住
民
税
、

国
保
税
な
ど
税
の
滞
納
を

解
消
す
る
た
め
、
コ
ン
ビ

ニ
で
の
納
税
と
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
て

い
る
。

①
新
規
滞
納
に
は
コ
ン
ビ

　
ニ
専
用
の
納
付
書
を
送

　
付
。

②
複
数
回
の
滞
納
者
に
は

　
登
録
型
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

　
決
済
（
立
替
払
い
）
で
収

　
納
実
現
。

   
地
域
交
通

◎
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
バ
ス

　
玉
城
町
で
は
、
高
齢
者

の
外
出
や
通
院
な
ど
の
利

用
を
促
し
医
療
費
削
減
を

め
ざ
し
て
い
る
。

①
予
約
制
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
）

　
の
乗
合
バ
ス
。

②
乗
り
合
い
に
よ
り
タ
ク
シ

　
ー
よ
り
効
率
的
。

③
乗
客
が
な
け
れ
ば
移
動
せ

　
ず
、
路
線
バ
ス
よ
り
効
率

　
的
。

④
多
数
の
バ
ス
停
を
設
置
で

　
き
、
バ
ス
停
ま
で
の
便
が

　
い
い
。

　
９
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車
３
台

で
、
運
行
管
理
は
社
会
福
祉

協
議
会
。
バ
ス
停
は
町
内
の

68
自
治
区
に
１
４
７
カ
所
で
、

月
２
４
０
０
人
が
利
用
さ
れ

て
い
る
。

２

自然体験宿泊施設
　１０月末にオープン
自然体験宿泊施設
　１０月末にオープン
自然体験宿泊施設
　１０月末にオープン
自然体験宿泊施設
　１０月末にオープン

◎
企
業
会
計

水
道
事
業

　
　
　
　 

９
３
０
万
円 

増

　
水
道
料
金
10
％
増
に
よ
る

増
収
に
よ
る
も
の
。

　
　
復
旧
工
事
の
内
容
は
。

　
　
３
件
の
漏
水
箇
所
を
工

　
事
し
た
。
仮
舗
装
の
費
用

　
で
あ
る
。

◎
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
設

　
置
管
理
条
例

　
　
宿
泊
施
設
の
開
業
日
は
。

　
　
10
月
29
日
で
あ
る
。

　
多
賀
小
と
大
滝
小
の
児
童

　
を
招
待
す
る
。

　
　
今
後
の
営
業
活
動
は
。

　
　
教
育
委
員
会
と
も
相
談

　
し
な
が
ら
、
広
く
Ｐ
Ｒ
し

　
て
い
く
。

◎
特
別
会
計

・
下
水
道
事
業

・
農
業
集
落
排
水
事
業

・
芹
谷
栗
栖
地
域
振
興
事
業

◎
企
業
会
計

・
水
道
事
業

　
　
水
谷
地
区
の
道
路
整
備

　
の
進
捗
は
。

　
　
町
事
業
は
27
年
度
に
完

　
成
す
る
。
県
事
業
も
早
期

　
完
成
を
要
望
し
て
い
る
。

予
　
　
算

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
９
月
16
日
、
委
員
会
を

開
催
し
、
予
算
１
件
、
条

例
１
件
、
認
定
４
件
を
審

査
し
、
可
決
、
認
定
す
べ

き
も
の
と
し
た
。

質
疑
の
主
な
も
の

質
疑
の
主
な
も
の

条
例
の
改
正

質
疑
の
主
な
も
の

問答

問答

問答 問答
決
算
の
認
定

自然体験活動(高取山)

26
年
度 

補 

正

閉
会
中
の
調
査

閉
会
中
の
調
査

　
●
●
●
●
。

　●
●
●

　
●
●
●
●
。

　
　
●
●
●
●
。

　
　
●
●
●

質
疑
の
主
な
も
の

問答

大台町の空き家・空き店舗バンク大台町の空き家・空き店舗バンク大台町の空き家・空き店舗バンク大紀町の防災対策と獣害対策



９月定例議会９月定例議会

川添武史
◎地域福祉計画と社会福祉協議会、福祉保健課の関係は
◎人事異動は　◎防災への取り組みは

１ Ｐ１２ 町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

富永　勉
◎ふるさと納税の特典は
◎土砂災害は大丈夫か

２ Ｐ１２

北川久二
◎県所有地の整備は　◎土砂災害対策は

３ Ｐ１３

大橋富造
◎銭取橋の橋脚下部補強工事は
◎がん検診率向上策は
◎空き家対策の今後は
◎名神高速道路塩化カルシウム飛散問題は

４ Ｐ１３

菅森照雄
◎障がいを持つ子どもに活動の場を
◎障害者福祉の充実は

６ Ｐ１４

山口久男
◎介護保険の見直しは　◎地域公共交通は
◎放課後児童クラブは　◎ハザードマップの更新は

７ Ｐ１５

◎過疎化対策、今何を　◎宅地開発は　◎獣害対策は
５ Ｐ１４田畑喜久弘

◎地域包括ケア体制の基盤づくりを
◎障害者福祉の充実は

８ Ｐ１５川岸真喜

◎中学校にサッカー部を
◎緊急避難放送設備の設置を

９ Ｐ１６竹内　薫

◎人口減少対策は
11 Ｐ１７深田治夫

◎まちづくりの核に各集落の祭りを
◎町制６０周年記念行事は
◎歴史民俗資料館の再活用は
◎胡宮神社庭園の整備は

10 Ｐ１６原田亀雄

（※○印は、掲載しておりません。）

９月定例議会では１1人が登壇し、
町政の将来を見据えて、
一般質問を行った。

一
般
質
問
は
11
人
が
質
問

一
般
質
問
は
11
人
が
質
問

町 政 を 問 う

11 議会広報 たが　２０１４年１１月 10議会広報 たが　２０１４年１１月

臨 時 議 会
◎
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
請
負

　
契
約

　
　
請
負
者
　
㈱
　
村
田
組

　
　
請
負
金
額

　
　
　
　
　
６
４
３
０
万
円

◎
一
般
会
計
（
第
２
号
）

　
　
　 

４
１
３
４
万
円 
増

・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

　
　
　
　
　
　
９
０
８
万
円

・
川
相
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
改
修

　
　
　
　
　
３
１
０
０
万
円

・
一
時
保
護
入
所
対
策
費
　

　
　
　
　
　
　
　
５
７
万
円

・
施
設
入
所
の
措
置
費

　
　
　
　
　
　
　
６
８
万
円

　
　

◎
審
査
機
能
を
発
揮
す
る
取

　
り
組
み

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を

　
設
置

・
議
会
基
本
条
例
を
制
定

・
会
議
規
則
を
設
け
、
議
員

　
間
の
自
由
討
議
を
活
発
化

・
議
員
の
研
修
参
加
費
を
予

　
算
化

・
各
議
員
に
政
務
活
動
費

◎
開
か
れ
た
議
会
へ
の
取
り

　
組
み

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ケ
ー

　
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
広
報
と
、

　
録
画
放
送

・
庁
舎
内
モ
ニ
タ
ー
２
カ
所

　
で
の
生
中
継

・
議
事
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
で
公
開

・
町
広
報
で
の
議
会
報
告

・
地
域
で
の
懇
談
会
実
施

臨

時

議

会

　
第
２
回
臨
時
議
会
を
、
７

月
10
日
に
開
催
し
た
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
建
築

工
事
の
請
負
契
約
１
件
を
審

査
し
、
可
決
し
た

　
第
３
回
臨
時
議
会
を
、
８

月
１
日
に
開
催
し
た
。

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
１
件
を

審
査
し
、
可
決
し
た
。

　
８
月
19
日
、
三
重
県
大
台

町
議
会
で
研
修
を
行
っ
た
。

請
負
契
約

予
　
算

川相生活改善センター

26
年
度 
補 
正

主
な
事
業

議
会
改
革
特
別
委
員
会

議員と懇談しませんか？議員と懇談しませんか？議員と懇談しませんか？
　議会改革特別委員会では、議会の活性化について継続的に検討してい
ますが、このたび、議会活動の充実を図り、皆さまのご理解を得るため、
各集落や各種団体の皆さまとの懇談会を開催しています。
　懇談会は、随時受け付けします。開催日程、場所など、
ご相談に応じさせていただきますので、お気軽にご連絡
ください。　議会事務局☎４８-８１２６　(有線)２-２０１１

　議会改革特別委員会では、議会の活性化について継続的に検討してい
ますが、このたび、議会活動の充実を図り、皆さまのご理解を得るため、
各集落や各種団体の皆さまとの懇談会を開催しています。
　懇談会は、随時受け付けします。開催日程、場所など、
ご相談に応じさせていただきますので、お気軽にご連絡
ください。　議会事務局☎４８-８１２６　(有線)２-２０１１

　議会改革特別委員会では、議会の活性化について継続的に検討してい
ますが、このたび、議会活動の充実を図り、皆さまのご理解を得るため、
各集落や各種団体の皆さまとの懇談会を開催しています。
　懇談会は、随時受け付けします。開催日程、場所など、
ご相談に応じさせていただきますので、お気軽にご連絡
ください。　議会事務局☎４８-８１２６　(有線)２-２０１１

議会に対する傍聴者アンケート

お
知
ら
せ

　議会改革特別委員会では、

６月定例会から、傍聴され

た皆さまにアンケートのご

協力をお願いしています。

議会テレビ中継スタート議会テレビ中継スタート議会テレビ中継スタート議会テレビ中継スタート
皆さんの声を

お寄せ下さい皆さんの声を

お寄せ下さい

　庁舎１階ロビーに設置

の大型テレビに、本会議

の様子を放映しています。

お気軽にお立ち寄りくだ

さい。また、傍聴アンケ

ートに、皆さんの声をお聞かせください。

日置市議会が多賀町を訪問日置市議会が多賀町を訪問日置市議会が多賀町を訪問
　８月４日、鹿児島県日置市議会が多賀を訪
問され、あけぼのパークや高取山ふれあい公
園を見学、多賀町議会と交流を深めました。
万灯祭総踊りにもご参加いただき、華を添え
られました。
　昭和５９年、伊集院町（現・日置市伊集院町）
と兄弟都市となり、以来交流を続けています。

　８月４日、鹿児島県日置市議会が多賀を訪
問され、あけぼのパークや高取山ふれあい公
園を見学、多賀町議会と交流を深めました。
万灯祭総踊りにもご参加いただき、華を添え
られました。
　昭和５９年、伊集院町（現・日置市伊集院町）
と兄弟都市となり、以来交流を続けています。

　８月４日、鹿児島県日置市議会が多賀を訪
問され、あけぼのパークや高取山ふれあい公
園を見学、多賀町議会と交流を深めました。
万灯祭総踊りにもご参加いただき、華を添え
られました。
　昭和５９年、伊集院町（現・日置市伊集院町）
と兄弟都市となり、以来交流を続けています。

議 会 改 革



　
本
町
の
土
砂
災
害
警
戒
区

域
の
指
定
は
２
５
６
カ
所
と

県
内
で
も
多
い
。

①
住
宅
に
近
接
し
て
い
る
箇

所
数
と
対
象
戸
数
は
。

②
広
島
市
で
発
生
し
た
こ
と

を
受
け
て
の
現
地
調
査
実
施

の
有
無
は
。

③
土
砂
災
害
警
報
発
令
時
の

指
定
区
域
へ
の
対
応
は
。

④
今
後
の
ハ
ー
ド
事
業
整
備

計
画
は
。

町
長

①
住
宅
に
何
ら
か
の
影
響
が

あ
る
の
は
２
３
０
カ
所
で
戸

数
は
１
３
０
０
戸
余
り
。

②
実
施
し
て
い
な
い
が
、
災

害
警
戒
体
制
の
中
で
そ
の
都

度
実
施
し
て
い
る
。

③
過
去
に
災
害
が
発
生
し
た

箇
所
を
重
点
的
に
巡
視
し
、

集
落
、
消
防
団
、
自
警
団
か

ら
の
情
報
に
基
づ
く
確
認
。

④
要
望
を
受
け
て
取
り
組
む

が
、
家
庭
、
地
域
、
町
が
一

体
と
な
り
、
命
を
守
る
減
災

に
も
取
り
組
む
。

銭取橋の
　橋脚下部補強工事は
　　経過観察したい

社協デイサービス事業の様子荒れ放題の県有地

①
多
賀
町
地
域
福
祉
計
画
と

健
康
た
が
21
の
位
置
付
け
は
。

②
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連

携
、
協
働
を
ど
う
す
る
の
か
。

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
は
社
会
福
祉
士
な
ど
、
有

資
格
者
の
確
保
と
学
童
保
育

の
本
計
画
へ
の
取
り
込
み
は
。

町
長

①
地
域
福
祉
計
画
は
、
今
後

の
福
祉
施
策
の
基
本
を
示
す

も
の
で
、
健
康
た
が
21
は
健

康
増
進
計
画
で
あ
る
。

②
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

目
的
と
し
た
組
織
で
、
行
政

と
協
働
し
て
本
計
画
を
推
進

③
有
資
格
者
の
確
保
は
、
計

画
的
に
進
め
て
い
る
。
学
童

保
育
は
入
ら
な
い
。

　
職
員
の
人
事
異
動
の
基
準

の
有
無
、
在
職
期
間
の
長
短
、

ま
た
職
員
昇
任
に
あ
た
っ
て

試
験
制
度
の
考
え
は
。

町
長

　
若
い
職
員
は
３
、
４
年
程

度
で
、
専
門
的
知
識
の
必
要

な
職
種
は
経
験
を
積
ま
せ
て

い
る
。
５
年
以
上
の
在
職
者

リ
ス
ト
に
よ
り
適
正
に
実
施

し
人
事
評
価
の
研
究
を
行
う
。

　
い
つ
ど
こ
で
災
害
が
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
。
Ｂ
＆
Ｇ

前
急
勾
配
の
側
溝
な
ど
も
早

急
に
改
修
す
べ
き
。

町
長

　
１
時
間
に
１
０
０
㎜
を
超

え
る
よ
う
な
猛
烈
な
雨
を
想

定
す
る
と
、
Ｂ
＆
Ｇ
前
の
改

修
で
は
対
処
で
き
な
い
。

　
避
難
の
周
知
や
そ
の
体
制

づ
く
り
を
見
直
す
。

　
今
年
度
は
昨
年
度
よ
り
６

㎏
減
量
の
15
㎏
と
な
っ
た
が

依
然
人
気
は
高
い
。

　
町
内
の
生
産
者
で
対
応
は

可
能
か
。

町
長

　
昨
年
度
か
ら
記
念
品
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
急
激
に
ふ

る
さ
と
納
税
が
増
え
、
多
く

の
人
か
ら
多
賀
町
産
の
キ
ヌ

ヒ
カ
リ
を
希
望
さ
れ
調
達
に

苦
労
し
た
。

　
今
年
度
は
１
万
円
の
納
税

者
１
０
０
０
人
分
の
２
５
０

俵
分
を
Ｊ
Ａ
東
び
わ
こ
か
ら

調
達
す
る
よ
う
調
整
を
し
て

い
る
。

　
多
賀
町
魅
力
た
い
券
１
０

０
０
円
分
を
寄
付
者
全
員
に

送
り
、
観
光
Ｐ
Ｒ
も
す
る
。

　
広
島
市
で
の
土
砂
災
害
は

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

異
常
気
象
・
大
災
害
の
時
代

に
い
る
と
認
識
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
本
町
は
山
と
川
に
囲
ま
れ

急
傾
斜
地
も
あ
り
災
害
の
不

安
も
あ
る
。
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め

の
対
策
は
。

町
長

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
特

別
警
戒
区
域
の
指
定
は
、
町

の
意
見
を
聞
き
県
が
指
定
。

生
命
の
危
険
を
伴
う
区
域
は

指
定
を
要
望
。
地
元
要
望
を

受
け
、
防
災
事
業
も
進
め
体

制
づ
く
り
の
見
直
し
を
す
る
。

川 添  武 史

ふるさと納税の特典「多賀町産キヌヒカリ」がん検診受診率向上を

人
事
異
動
は

防
災
へ
の
取
り
組
み
は

土
砂
災
害
対
策
は

土
砂
災
害
は

　
　
　
　
大
丈
夫
か

名
神
高
速
道
路

　
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム

　
　
　
飛
散
問
題
は

が
ん
検
診
率

　
　
　
　
向
上
策
は

空
き
家
対
策
の

　
　
　
　
　
今
後
は

町
長

①
洗
掘
が
進
む
な
ら
対
策
を

　
講
じ
る
。

②
県
へ
要
望
す
る
。

③
当
面
考
え
は
な
い
。

①
過
去
３
年
間
の
受
診
率
は
。

②
受
診
率
向
上
へ
の
取
り
組

　
み
は
。

③
が
ん
診
療
の
拠
点
は
。

町
長

①
平
均
21
・
８
％
で
あ
る
。

②
啓
発
に
努
め
る
。

③
彦
根
市
立
病
院
で
あ
る
。

　
空
き
家
情
報
の
一
元
化
や

移
住
希
望
者
へ
の
案
内
な
ど

空
き
家
対
策
の
今
後
は
。

町
長

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
が
再

開
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
昨
年
の
台
風
18
号
の
影
響

に
よ
り
、
銭
取
橋
の
橋
脚
下

部
が
え
ぐ
ら
れ
て
い
る
。

①
補
強
工
事
は
。

②
河
道
整
備
は
。

③
将
来
的
な
架
け
替
え
は
。

　
こ
れ
ま
で
３
回
質
問
し
て

き
た
。
改
善
に
向
け
た
現
状

と
今
後
の
方
向
性
は
。

産
業
環
境
課
長

　
今
後
も
定
期
的
に
協
議
を

重
ね
、
早
期
解
決
に
向
け
て

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

富 永   勉

町 政 を 問 う 町 政 を 問 う

北 川  久 二

福祉計画と
    社協・行政の関わりは
　相互に連携し活動を促進

ふるさと納税の特典は
　町産キヌヒカリを調達
ー
町
長
ー

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
と

し
て
、「
お
米
」
を
特
典
に
し

て
い
る
自
治
体
は
全
国
で
１

５
０
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　
多
賀
町
産
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
の

人
気
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

県所有地の整備は
　本年秋に希少植物
　　の再調査を実施
ー
町
長
ー

　
芹
川
ダ
ム
堰
堤
の
下
の
県

所
有
地
は
、
草
木
が
繁
茂
し

荒
れ
放
題
の
状
況
。

　
３
年
前
か
ら
質
問
し
て
い

る
。

　
昨
年
度
に
希
少
植
物
の
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
雑
木
の
伐
採
な
ど
地
元

の
意
向
に
沿
う
よ
う
整
備
を

図
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
調
査
の
結
果
と
整
備
計
画

は
。

町
長

　
こ
の
湿
地
帯
に
は
数
種
類

の
希
少
植
物
が
存
在
し
て
い

る
。
昨
年
10
月
の
調
査
で
は

イ
ノ
シ
シ
の
踏
み
荒
し
で
確

認
で
き
ず
再
度
、
本
年
秋
に

調
査
し
専
門
家
を
交
え
整
備

計
画
が
検
討
さ
れ
る
。

ー
町
長
ー

大 橋  富 造
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①
移
動
手
段
の
確
保
の
充
実

　
は
。

②
料
金
の
引
き
下
げ
は
。

③
停
留
場
の
増
設
は
。

④
運
行
改
善
は
。

町
長

①
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
利
便
性

　
が
図
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

企
画
課
長

②
現
行
で
対
応
す
る
。

③
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組

　
む
。

④
住
民
代
表
の
意
見
を
聞
き

　
取
り
組
む
。

　
土
曜
日
の
開
設
は
。

教
育
次
長

　
開
所
の
予
定
は
な
い
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。

　
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
は
。

地
域
整
備
課
長

　
５
年
間
更
新
し
て
い
な
い
。

更
新
に
向
け
検
討
す
る
。

多賀地先の宅地開発

土砂災害ハザードマップの更新を

　
集
落
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

支
援
が
始
ま
っ
た
。
過
疎
化

対
策
な
ど
、
集
落
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
、
今
何
を
な

す
べ
き
か
。

町
長

　
町
全
体
と
し
て
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
の
施
策
を
実
施

し
て
い
く
。

　
現
在
、
多
賀
区
内
で
準
備

段
階
の
宅
地
開
発
の
進
捗
は
。

　
ま
た
、
国
道
３
０
６
号
、

３
０
７
号
沿
い
で
の
宅
地
開

発
の
可
能
性
は
。

企
画
課
長

　
現
在
事
業
者
と
協
議
中
。

他
の
地
域
の
開
発
も
支
援
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え

て
い
る
。

　
大
型
捕
獲
機
導
入
の
め
ど

は
。

産
業
環
境
課
長

　
県
へ
許
可
申
請
を
10
月
に

提
出
す
る
予
定
。

　
大
型
囲
い
わ
な
設
置
の
準

備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

で
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
す
る
と

答
弁
さ
れ
た
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
。

　
ま
た
養
護
学
校
に
通
う
児

童
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

規
則
で
校
区
外
で
対
象
外
と

さ
れ
て
い
る
。
規
則
改
正
が

必
要
と
の
問
い
に
、
考
え
て

い
な
い
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
。

福
祉
保
健
課
と
連
携
し
て
取

り
組
む
べ
き
と
の
質
問
に
、

一
緒
に
取
り
組
む
と
答
弁
さ

れ
て
い
る
。
一
方
で
学
童
保

育
の
施
設
が
建
設
さ
れ
、
６

年
生
ま
で
受
け
入
れ
る
方
向

で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

①
福
祉
保
健
課
と
教
育
委
員

　
会
で
ど
う
い
っ
た
取
り
組

　
み
を
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
次
長

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受

け
入
れ
対
応
は
で
き
て
い
な

い
。

福
祉
保
健
課
長

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
出
来

な
い
か
提
案
し
、
協
議
、
検

討
を
始
め
た
。

②
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
が

　
27
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

　
が
、
町
と
し
て
の
取
り
組

　
み
は
。

町
長

　
第
２
次
障
害
者
福
祉
計
画
、

第
４
期
障
害
福
祉
計
画
を
策

定
、
内
容
は
こ
れ
か
ら
検
討

す
る
。

田畑 喜久弘

甲良養護学校の生徒さん (花壇清掃)明るい笑顔・楽しい会話の公民館活動 (萱原地区)

宅
地
開
発
は

医
療
介
護
総
合
法
の

　
　
　
　
問
題
点
は

地
域
公
共
交
通
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

　
　
　
　
　
更
新
は

獣
害
対
策
は

障
害
者
福
祉
の
充
実
を

総
合
的
・
効
果
的
な

　
　
　
施
策
の
推
進

①
高
齢
者
世
帯
へ
の
日
常
的

　
な
声
掛
け
が
す
す
む
よ
う
、

　
看
護
や
介
護
の
経
験
者
で

　
「
見
守
り
隊
」
な
ど
を
組

　
織
し
て
は
。

②
高
齢
者
が
趣
味
や
特
技
を

　
い
か
せ
る
出
番
を
増
や
す

　
た
め
に
、
行
事
協
力
な
ど

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ポ
イ
ン

　
ト
制
を
つ
く
っ
て
は
。

福
祉
保
健
課
長

①
今
年
度
か
ら
支
え
あ
い
モ

　
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
。

　
地
域
で
取
り
組
め
る
仕
組

　
み
づ
く
り
に
努
め
る
。

②
元
気
な
高
齢
者
の
出
番
づ

　
く
り
の
仕
組
み
を
進
め
て

　
い
く
。
ポ
イ
ン
ト
制
に
つ

　
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

　
い
。

　
町
内
で
は
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
人
生
の
最
後
ま

で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
体
制

（
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
）
の

構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
障
害
者
福
祉
の
さ
ら
な
る

充
実
の
た
め
に
。

①
町
内
に
知
的
障
害
者
の
寄

　
宿
施
設
を
建
設
す
る
計
画

　
は
。

②
障
害
者
福
祉
の
担
当
職
員

　
は
１
人
で
あ
る
。
増
員
す

　
る
予
定
は
。

町
長

①
湖
東
圏
域
の
広
域
的
な
課

　
題
で
あ
る
。
圏
域
全
体
で

　
取
り
組
む
。

②
担
当
職
員
の
増
員
予
定
は

　
な
い
。
ケ
ー
ス
に
応
じ
て

　
保
健
師
や
社
会
福
祉
士
と

　
も
連
携
し
て
対
応
し
て
い

　
く
。

菅 森  照 雄

町 政 を 問 う 町 政 を 問 う

山 口  久 男

過疎対策、今何を
　　過疎化抑制に対応

障がいを持つ子どもに
　　　　　　活動の場を
　社協と協議・検討を開始

ー福祉保健課長ー

　
本
町
に
は
、
就
労
前
の
障

が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
放
課

後
や
長
期
休
暇
中
、
活
動
の

場
が
な
い
。
支
援
の
必
要
性

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
広
域

　
地
域
医
療
と
介
護
保
険
制

度
を
同
時
に
見
直
す
「
医
療

介
護
総
合
法
」
が
可
決
成
立

し
た
。

①
新
た
な
介
護
予
防
「
総
合

　
事
業
」
の
対
応
は
。

②
計
画
策
定
の
進
捗
は
。

③
介
護
保
険
料
は
。

福
祉
保
健
課
長

①
多
様
な
対
応
に
努
め
た
い
。

②
10
月
か
ら
今
後
の
あ
り
方

　
を
検
討
す
る
。

③
条
例
改
正
を
考
え
て
い
る
。

ー町長ー

川 岸  真 喜

地域包括ケア体制の
　　　　　基盤づくりを
助け合いの地域づくりで
ー福祉保健課長ー
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町
長

①
１
市
４
町
の
圏
域
で
愛
の

　
り
タ
ク
シ
ー
の
利
便
性
向

　
上
に
取
り
組
む
。

②
男
女
の
出
合
い
を
つ
く
る

　
取
り
組
み
が
必
要
。

③
国
の
子
育
て
支
援
策
、
助

　
成
制
度
の
整
備
、
財
政
な

　
ど
勘
案
し
検
討
。

④
他
の
道
路
整
備
と
優
先
順

　
位
も
含
め
十
分
勘
案
し
た

　
い
。

サッカークラブ

人口減と少子化の歯止に婚活を

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
サ
ッ

カ
ー
）
に
は
51
人
の
小
学
生

が
地
元
指
導
者
の
も
と
、
日
々

練
習
に
頑
張
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
中
学
校
に
は
サ

ッ
カ
ー
部
が
な
い
。
外
部
指

導
者
に
よ
る
指
導
方
法
も
含

め
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
設
置
は
。

学
校
教
育
課
長

　
多
賀
中
で
は
顧
問
の
で
き

る
教
員
18
人
、
部
活
動
数
10
。

　
部
活
動
成
立
に
は
、
あ
る

程
度
の
人
数
確
保
が
必
要
。

指
導
や
専
門
性
、
対
外
試
合

な
ど
の
引
率
や
安
全
面
か
ら

２
人
体
制
が
重
要
。

　
現
状
で
は
難
し
い
が
、
外

部
指
導
者
の
導
入
な
ど
の
要

望
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
た
い
。

　
土
砂
災
害
が
全
国
各
地
で

発
生
し
、
避
難
指
示
の
遅
れ

か
ら
死
者
も
出
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
各
戸
に
緊
急

避
難
放
送
が
で
き
る
設
備
が

完
備
さ
れ
て
い
な
い
。

　
町
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
た
め
に
も
、
緊
急
避
難
放

送
が
各
戸
に
速
や
か
に
伝
わ

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
整
備
が

急
務
で
あ
る
が
。

総
務
課
長

　
本
町
の
情
報
伝
達
方
法
は
、

有
線
の
緊
急
放
送
、
登
録
者

へ
の
役
場
メ
ー
ル
配
信
、
広

報
車
や
消
防
車
な
ど
に
よ
る

広
報
が
あ
る
。

　
有
線
放
送
の
受
令
機
の
み

の
設
置
は
、
有
線
放
送
と
協

議
の
経
緯
が
な
い
。

　
組
織
と
し
て
の
意
見
を
伺

う
な
ど
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

企
画
課
長

　
総
合
計
画
の
基
本
方
針
の

中
に
か
か
げ
て
い
る
。

①
周
年
記
念
事
業
基
本
方
針
は
。

②
周
年
記
念
事
業
の
概
要
、

　
予
算
は
。

町
長

①
思
い
出
に
残
る
通
年
事
業

　
と
し
て
取
り
組
め
る
よ
う

　
検
討
。

企
画
課
長

②
現
時
点
で
は
決
定
し
て
い

　
な
い
。
30
万
円
を
予
定
。

①
６
月
議
会
で
依
頼
し
た
調

　
査
結
果
は
。

②
再
活
用
の
考
え
、
方
策
は
。

③
再
活
用
の
た
め
の
予
算
計

　
上
は
。

教
育
次
長

①
測
定
箇
所
は
展
示
室
２
、

　
収
蔵
庫
１
の
３
カ
所
。
展

　
示
室
は
、
温
度
、
湿
度
と

　
も
不
安
定
で
あ
っ
た
が
異

　
常
は
な
い
。
収
蔵
庫
は
比

　
較
的
安
定
。
他
の
部
屋
が

　
雨
漏
れ
し
て
い
る
。
湿
度

　
温
度
管
理
が
必
要
な
施
設

　
と
し
て
は
良
く
な
い
。

②
最
低
限
の
維
持
管
理
に
努

　
め
る
が
、
再
活
用
は
考
え

　
て
い
な
い
。

③
計
画
し
て
い
な
い

　
国
の
名
勝
指
定
を
受
け
、

80
年
が
経
過
し
た
。
草
刈
り

や
葉
刈
り
を
地
元
が
励
行
し

て
い
る
。
老
朽
化
が
進
み
、

名
勝
指
定
を
受
け
た
庭
園
に

ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

町
長

　
今
年
度
中
に
保
存
管
理
計

画
を
策
定
す
る
。
維
持
管
理
、

保
存
活
用
は
補
助
事
業
で
対

応
し
た
い
。

竹 内 　 薫

胡宮神社社務所庭園

緊
急
避
難
放
送
設
備

　
　
　
　
の
設
置
を

慎
重
に
対
応

胡
宮
神
社
庭
園
の

　
　
　
　
　
整
備
は

町
制
60
周
年

　
　
　
記
念
事
業
は

歴
史
民
俗
資
料
館
の

　
　
　
　
再
活
用
は

原 田  亀 雄

町 政 を 問 う 町 政 を 問 う

深 田  治 夫

中学校にサッカー部を

　要望があれば検討

　
心
を
一
つ
に
す
る
祭
り
を
、

郷
土
愛
を
育
む
社
会
教
育
、

地
域
教
育
、
家
庭
教
育
に
つ

な
げ
、
各
地
域
単
位
で
の
子

育
て
、
介
護
支
援
や
災
害
対

策
に
役
立
て
て
は
。

　
高
齢
化
率
が
30
％
を
越
え
、

過
疎
化
が
進
み
、
限
界
集
落

が
増
大
、
バ
ス
路
線
の
廃
止
、

２
０
４
０
年
に
は
、
町
村
の

半
数
が
消
滅
と
試
算
さ
れ
て

い
る
。
各
自
治
体
で
は
乗
り

合
い
予
約
型
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
な
ど
新
た
な
仕
組
み
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
町
で
も
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
だ
。

①
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
の
普

　
及
実
施
は
。

②
婚
活
を
実
施
。
結
婚
永
住

　
者
に
10
万
円
補
助
を
。

③
保
育
料
２
万
円
補
助
、
ま

　
た
は
無
料
に
。

④
富
之
尾
か
ら
３
０
７
号
に

　
出
る
道
路
の
実
現
は
。

ー学校教育課長ー
人口減少対策は
　　魅力あるまちづくりにー町長ー

まちづくりの核に
　　　　　各集落の祭りを
　総合計画にかかげている

ー企画課長ー
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７
月
31
日
、
子
ど
も
議

会
（
第
６
回
）
が
開
催
さ

れ
た
。

　
小
学
生
６
人
、
中
学
生

６
人
の
子
ど
も
議
員
か
ら

町
行
政
に
つ
い
て
、
活
発

な
質
問
、
提
案
が
あ
っ
た
。

子

ど

も

議

会

子

ど

も

議

会

　
多
賀
町
の
未
来
を
担
う

小
、
中
学
校
の
子
ど
も
た

ち
に
、
町
政
へ
の
関
心
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
今

年
も
教
育
委
員
会
が
主
催

し
た
。

　
小
学
校
５
年
生
か
ら
中

学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど

も
議
員
12
人
が
質
問
し
た
。

　
自
分
た
ち
の
身
近
な
問

題
や
社
会
情
勢
を
鋭
い
感

性
で
と
ら
え
て
い
た
。

小
学
生

◆
多
賀
町
の
自
然
を
利
用

し
た
取
り
組
み
は
。

◆
多
賀
町
の
災
害
対
策
と
、

町
内
の
小
・
中
学
生
の
た
め

に
使
わ
れ
る
費
用
は
。

◆
滝
の
宮
ス
ポ
ー
ツ
公
園
プ

ー
ル
の
利
用
（
期
間
や
料
金
）

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
方
法

は
。

◆
廃
屋
の
再
利
用
と
多
賀
町

の
活
性
化
に
つ
い
て
。

◆
多
賀
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
。

中
学
生

◆
多
賀
町
民
の
生
活
を
豊
か

に
し
、
多
賀
町
を
支
え
る
人

を
輩
出
す
る
た
め
の
取
り

組
は
。

◆
水
曜
日
の
バ
ス
通
学
に

つ
い
て
。

◆
校
地
内
へ
侵
入
す
る
サ

ル
な
ど
の
対
策
に
つ
い
て
、

ま
た
多
賀
町
内
の
木
や
植

物
の
伐
採
に
つ
い
て
。

◆
町
外
へ
進
学
、
就
職
し

た
若
者
が
、
帰
っ
て
く
る

地
域
に
す
る
た
め
の
工
夫

は
。

◆
多
賀
町
内
の
街
灯
に
つ
い

て
。

◆
多
賀
町
を
よ
り
賑
や
か

に
す
る
た
め
の
観
光
名
所

の
Ｐ
Ｒ
は
。

質
問
内
容

子ども議会(第6回)

子 ど も 議 会



たがいいとこ再発見！！

■
発
行
／
多
賀
町
議
会

■
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
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www.tagatown.jp

E
-
m
ail
　
  gikai＠
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Ｘ
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た
が
た
が
い
い
と
こ

い
い
と
こ

い
い
と
こ

再
発
見
！！

再
発
見
！！
第2回

久
徳
と

　　　　河
内

編
集
後
記

編
集
後
記

　
　
　
　
小
菅
　
一
男
さ
ん

Ｑ
　
集
落
の
い
い
と
こ
ろ
は
。

Ａ
　
周
り
を
山
と
川
に
囲
ま

れ
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
四
季
の
変
化
を
楽

し
め
ま
す
。

　
祭
り
な
ど
の
伝
統
行
事
を

通
じ
て
集
落
の
歴
史
を
実
感

で
き
ま
す
。

Ｑ 

「
霊
仙
ま
い
り
」
は
ど
ん

な
行
事
で
す
か
。

Ａ
　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
雨

乞
い
の
行
事
で
す
。
久
徳
で

は
昔
か
ら
田
畑
の
水
争
い
が

絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
８
月

初
め
、
山
頂
の
池
の
水
を
氏

神
さ
ま
（
水
神
）
に
供
え
て
五

穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
す
。
霊

仙
山
に
登
る
と
き
は
、
落
合

区
の
み
な
さ
ん
に
た
い
へ
ん

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

久 

徳

　
　
　
藤
本
　
マ
サ
子
さ
ん

Ｑ
　
集
落
の
い
い
と
こ
ろ
は
。

Ａ
　
川
の
流
れ
が
清
ら
か
で

透
き
と
お
っ
て
い
る
の
が
自

慢
で
す
。

　
昔
は
川
魚
が
た
く
さ
ん
泳

ぎ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
オ
も
見
つ

け
ま
し
た
。

　
こ
の
川
が
い
つ
ま
で
も
き

れ
い
な
川
で
あ
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

Ｑ
「
お
し
ょ
ら
い
さ
ん
」
と

は
ど
ん
な
行
事
で
す
か
。

Ａ
　
お
盆
に
、
ご
先
祖
さ
ま

を
家
の
仏
壇
に
お
迎
え
す
る

行
事
で
す
。

　
８
月
14
日
、
仏
前
に
、
野

菜
や
果
物
、
お
だ
ん
ご
な
ど

を
ハ
ス
の
葉
に
の
せ
て
供
え

ま
す
。

　
15
日
、
ご
先
祖
さ
ま
が
善

光
寺
に
参
れ
る
よ
う
に
、
お

だ
ん
ご
弁
当
を
供
え
ま
す
。

　
16
日
の
朝
、
ご
先
祖
さ
ま

が
川
の
流
れ
に
乗
っ
て
お
帰

り
に
な
る
と
き
、
花
と
そ
う

め
ん
を
ハ
ス
の
葉
に
包
ん
で

送
り
ま
す
。

　
来
年
も
無
事
に
お
迎
え
で

き
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

河 

内

　
暑
い
夏
も
過
ぎ
、
山
々

も
綺
麗
な
色
ど
り
を
見
せ

て
い
る
。
今
月
号
は
、
決

算
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の

お
金
が
ど
う
い
っ
た
こ
と

に
使
わ
れ
た
の
か
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

あ
る
。
限
ら
れ
た
紙
面
の

中
で
、
少
し
で
も
多
く
、

よ
り
見
や
す
く
わ
か
り
や

す
く
皆
さ
ん
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
奮
闘
し

て
い
る
。

　
広
報
を
通
し
て
よ
り
町

政
、
議
会
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
紙
面

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
。
　

菅
森
　
照
雄 

記

たたた
ががが
た
が
た
が
いいい
いいい
とととと
こここ

い
い
と
こ

い
い
と
こ

い
い
と
こ

再再再
発発発発発発発
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

再
発
見
！！

再
発
見
！！

原稿募集！！

あ
な
た
の
住
ん
で
お
ら
れ
る
地
域

の
自
慢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】
多
賀
町
に
お
住
ま
い
の
人

【
応
募
方
法
】
２
０
０
字
程
度

【
募
集
期
間
】
平
成
27
年

　
　
　
　
　
　
　
１
月
５
日（
月
）

◎
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を

　
め
ざ
し
、
取
材
や
写
真
撮
影
も
伺
い
ま
す
。

◎
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

議会を傍聴して
みませんか？
議会を傍聴して
みませんか？
議会を傍聴して
みませんか？
１２月定例会の
日程予定

１２月定例会の
日程予定

１２月定例会の
日程予定

※日程は変更になる場合があります。

議会事務局　☎４８－８１２６
　　　　　　　　(有線)２－２０１１

本会議が傍聴できます。会 期

12月５日

12月19日
(15日間)

〜
5日(金） 9：30～

　　議案審議

8日(月） 9：30～

　　一般質問

19日(金）15：00～
　　議案審議
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伝
統
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